
                          

 

□ 実りの秋に心と体と頭を強くきたえる ～１０月は食品ロス削減月間です～ □ 

 暑さもようやく一段落し、爽やかな秋風が吹き抜ける季節となりました。２学期も１か月が過ぎ、ど

の学年も落ち着いて日々の学習や行事に取り組んでいます。これからも心と体と頭を強くきたえて、大

きく成長する「実りの秋」にしてほしいと思います。 

今月、もう一つ子供たちと取り組みたいのが「食を通じた、強い心と体と頭づくり」です。毎年１０

月は全国的に『食品ロス削減月間』と定められています。「好き嫌いをせずにあと一口食べてみる」「自

分に合った量を考えて用意する」――こうした日々の小さな心がけは、単に栄養を摂るだけでなく、自

分の嫌なことに負けない「折れない強い心」を鍛える貴重なト

レーニングになります。また、食材を育てる生産者や調理をし

てくれる方々、命そのものへの感謝の心を育む機会でもありま

す。学校では、無理のない範囲で「給食を残さず感謝して食べ

る工夫」や「一口挑戦」を呼びかけています。ぜひご家庭にお

かれましても、この秋、買い物や食事の機会に「命や食べ物を

大切にすること」について、お子様と一緒に話題にしていただ

ければ幸いです。 

 

□ 長崎市北部学校給食センターに行ってきました （２年生） □ 

 ９月３０日（水）２年生が「長崎市北部学校給食センター」を見学しました。北部学校給食センターは

長崎市北部の小中学校２８校を担当し、約７４００食の給食の調理と配送を行っています。大きな調理器

具や、何千人分もの給食を安全で美味しく届けるために奮闘される調理員さんの姿を目の当たりにし、子

供たちは「こんなに大変な思いをして作ってくれているんだ」「残さず食べたいな」という大きな深い学

びを得て帰ってきました。まさに１０月の「食品ロス削減月間」の目的を、肌で感じてくれたようです。

お忙しい中、対応してくださった北部学校給食センターの皆様、ありがとうございました。 
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【食品ロス削減国民運動のロゴマーク（ろすのん）】 


